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リック天文塁から 331
帥ち同勢十二三人で山から7里程のSmith　Creekへ泳ぎにいったのである．
そこには幾組か夏休みのため，テント持ちで出掛けてみる連中で賑はつて
ゐナこ．萎蜀立祭にはつきものS花火も由では法度であるが，こSでは日がい
ってから子供達が花火に興するやら，メンゼル氏のバンジヨウで歌ふやら
で鰍をつくし，九時すぎて鞭って來ナこのである。
　こんな風でリヅクの生活が至極順調に愉快に始められtこのを自分達のナこ
めに喜こんで頂きたい．尚ほ昨夜の観覧日の有様を書けばcompleteである
が，もう食事の時間が來ナニので又の便に譲らせて頂きナこい．只，食事のこ
とで附加したいのは，この山では白身者や我々の如き客分はdomitoryにみ
て，食事は毎食boarding　houseのMrs．　Coronaの家へゆくことになってみ
る．コロナといふ名前からして珍らしいでせうが，こ・へ來る連中はDr．
Paddockがhost格で，　secre亡ary　M｛ss　Potwin，　computerのMiss　Jones，，
研究生のMiss　Slocum　Mr．　NVhiffle，人夫頭兼大工のOsen君，それと我
々夫婦です．
　　七月六日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　上　　田　　　穰
　　　　　　　　　　　　　　　　1．ick　Ol）servatoi’y，　INIt　1’lan］ilton
降旗竹手氏を悼む
　六月十九日に障囲降籏竹子氏が永眠されナこ．氏は此三月に同志肚女專の
英文科を卒業しナこばかりであっナこが，有爲なる素質と理想を懐抱し乍ら思
しくなった事は本塁におしく思ふ，卒業後の就職希望は天文憂の助手にな
る事であっナこが，その方の話が未だ干渉しない内に病氣になり，郷里に蹄
って三月廿五日越入院されてから，最後迄すっと39。前後の獲熱に苦るしめ
られ乍らも，よく信仰に徹し其臨終は本當に立派なものであった．私が支
部幹事の資格に填て京都からわざわざ信州の松本迄彼女の病床を訪ねナこの
は六月十一日でしナこ．私達は久し振に色々特に天文學の事など話し合ひま
しナこが，別れるに際して彼女の殆ど唯一の傳：言は在學申の友人に封して，
3．n，Lt 降旗竹子氏を悼む
L天文同好會をしっかりやる様に「といふ事でしナこ，彼女は女專での最初の
會員でしたが叉最も忠實な會員でしナニ．同級だつだしキヌさんからの手紙
の一節にも「……同志杜に居る時，星を見た入，星といふ語を耳にしナニ人は
きっと降籏さんを思ひ出すにちがひない．それ程あの方は星好きだつナニ．
私は勿論私達の仲開で星を知る人は皆あの方から教へられナこものです．あ
の方の一番愛してゐらしナこ星は，秋に出るかわいい星崎プレヤデスでし
た．あれが沈む頃私達はよく寄宿舎を抜け出して校庭にあの星と名疫りを
おしんだものです．頚縄など徹夜して星を見るとか云って電食の所に立っ
てるて泥俸と聞違へられナこりしましナニが，これも今は悲しい思ひ出の一つ
です……」又，氏を中心にして工さん吉武さんなどの仲のよさは見てみ
ても嬉しいものでしt：が．同好會の口的である會員の親睦，星’を通じての
友情といふものがこんなに迄も美しく結ばれるものかと感心してゐまし
た．
　又，氏のノkい遺言を最近私はお母さんから寒き途られましナこが　随分感
動させられましナニ．それば如f可に彼女がノぐ文學に蔑して深い開心と愛好を
持ってるナニかを物語るものでしナこ．彼女の大切にしてゐナニといふノ｛文日誌
やノぐ文關係記事のスクラップ等ぽ未だ見てゐませんが，そんなに迄も好き
なのなら，そしてどうせ死ぬるものなら松本へ見舞ひに行く時に由本先生
から「花lllノぐ巨峯の助F一に任す」とでぜ，云ふ様な跡令を貰って行ってやれば
どんなにか喜ばせることが出來ナこだろうにと可哀そうに思ってゐます．　父
なき後の姉として，弟妹に訓βしてみる所や，せっかく勉強し乍ら何等の
肚會奉仕も出算す仕！葬も幾し得ないで死ぬる事を悔んでみる所など，さす
がに1）oshisha　Girlだと思ぱせられましナこ．彼女の愛唱は讃美歌292番で
しナこが今頃は「LI｛エスの御弾によ1）て憩ひつ・．llそして…多くの友人にそう
感銘を輿へてるる様に一愛する星を通して地上にほ・笑みかけてみる事と
思ふ．（尊しるす）
